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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】光ファイバ電流検知システムの構成部品の動作
を監視する方法システムを提供する。
【解決手段】光ファイバ電流センサ１２３と、光ファイ
バ電流センサ１２３に光学的に結合されて、光ファイバ
電流センサ１２３から偏光を受信し、偏光から電気信号
を生成し、電気信号の直流（ＤＣ）成分を分離するよう
に構成された光ファイバ電流変換器（ＦＯＣＴ）１０３
とを含む。更に、光ファイバ電流変換器（ＦＯＣＴ）１
０３と通信可能に結合され、光ファイバ電流変換器（Ｆ
ＯＣＴ）１０３からＤＣ成分を受信して、ＤＣ成分に基
づいて出力信号を生成するように構成された監視回路２
００を含む。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光ファイバ電流センサと、
　前記光ファイバ電流センサと光学的に結合された光ファイバ電流変換器であって、
　　前記光ファイバ電流センサから偏光を受信し、
　　前記偏光から電気信号を生成し、
　　電気信号の直流（ＤＣ）成分を分離するように構成された、光ファイバ電流変換器と
、
　前記光ファイバ電流変換器と通信可能に結合された監視回路であって、
　　前記光ファイバ電流変換器からＤＣ成分を受信し、
　　前記ＤＣ成分に基づいて出力信号を生成するように構成されており、前記出力信号は
前記光ファイバ電流センサ及び前記光ファイバ電流変換器の動作状態を表す、監視回路と
、
　を備えるシステム。
【請求項２】
　前記偏光はｙ偏光光である、請求項１に記載のシステム
【請求項３】
　前記偏光はｘ偏光光である、請求項１に記載のシステム。
【請求項４】
　前記監視回路は、前記ＤＣ成分が所定の大きさを有するときに照射するように構成され
た発光ダイオード（ＬＥＤ）を備える、請求項１に記載のシステム。
【請求項５】
　前記監視回路は、前記ＤＣ成分が所定の大きさを有するときに閉鎖するように構成され
たリレーを備える、請求項１に記載のシステム。
【請求項６】
　比較器の出力に基づいて前記リレーを開閉するように構成されたトランジスタを更に備
える、請求項５に記載のシステム。
【請求項７】
　前記監視回路は、ＤＣ成分を受信するポテンショメータの出力と基準電圧を比較するよ
うに構成された比較器を備える、請求項１に記載のシステム。
【請求項８】
　光ファイバ電流変換器と通信可能に結合された監視回路において、前記監視回路は、
　光ファイバ電流センサから受信した偏光に基づいて生成された電気信号のＤＣ成分であ
るＤＣ信号を前記光ファイバ電流変換器から受信し、
　前記ＤＣ信号に基づいて、前記光ファイバ電流センサ及び前記光ファイバ電流変換器の
動作状態を表す出力信号を生成するように構成されている、監視回路。
【請求項９】
　前記偏光はｙ偏光光である、請求項８に記載の監視回路。
【請求項１０】
　前記偏光はｘ偏光光である、請求項８に記載の監視回路。
【請求項１１】
　前記ＤＣ信号が所定の大きさを有するときに照射するように構成された発光ダイオード
（ＬＥＤ）を更に備える、請求項８に記載の監視回路。
【請求項１２】
　前記ＤＣ信号が所定の大きさを有するときに閉鎖するように構成されたリレーを更に備
える、請求項８に記載の監視回路。
【請求項１３】
　前記リレーを開閉するように構成されたトランジスタを更に備える、請求項１２に記載
の監視回路。
【請求項１４】
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　前記ＤＣ信号を受信するポテンショメータの出力と基準電圧を比較するように構成され
た比較器を更に備える、請求項８に記載の監視回路。
【請求項１５】
　光ファイバ電流変換器及び光ファイバ電流センサの動作を監視する方法において、前記
方法は、
　前記光ファイバ電流変換器において、前記光ファイバ電流センサからの偏光を受信する
ステップと、
　フォトダイオードを用いて前記偏光から電気信号を生成するステップと、
　電気信号の直流（ＤＣ）成分を分離するステップと、
　監視回路において前記ＤＣ成分を受信するステップと、
　前記監視回路を用いて前記ＤＣ成分に基づいて出力信号を生成するステップであって、
前記出力信号は前記光ファイバ電流センサ及び前記光ファイバ電流変換器の動作状態を表
すステップと、を備える方法。
【請求項１６】
　偏光を受信するステップはｘ偏光光を受信するステップを備える、請求項１５に記載の
方法。
【請求項１７】
　偏光を受信するステップはｙ偏光光を受信するステップを備える、請求項１５に記載の
方法。
【請求項１８】
　出力信号を生成するステップは、前記ＤＣ成分が所定の大きさを有するときに発光ダイ
オードを照射させるステップを備える、請求項１５に記載の方法。
【請求項１９】
　出力信号を生成するステップは、前記ＤＣ成分が所定の大きさを有するときにリレーを
閉鎖するステップを備える、請求項１５に記載の方法。
【請求項２０】
　出力信号を生成するステップは、前記ＤＣ成分を受信するポテンショメータの出力と基
準電圧を比較するステップを備える、請求項１５に記載の方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の分野は、主に光ファイバ電流検知システムに関し、より具体的にはこのような
システムの構成部品の動作を監視することに関する。
【背景技術】
【０００２】
　光ファイバ電流変換器（ＦＯＣＴ）は、ファラデー効果に基づいて電流を測定する。フ
ァラデー効果のため、磁界における媒体と光との相互作用は、光の伝播の方向の磁界の成
分に対して直線的に比例する角度だけ、光の偏光面の回転を生じる。
【０００３】
　少なくともいくつかのＦＯＣＴシステムは、導体を包囲するフリントガラス繊維を支持
する。光はフリントガラス繊維を通じて循環し、循環した光の偏光は、導体を流れる電流
の大きさを判断するために測定される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】米国特許第８３９５３７２号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、時間が経つに連れて、少なくともいくつかの周知のＦＯＣＴシステムは
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、劣化及び／又は損傷する可能性がある。例えば、循環される光を提供する光源は、時間
とともに出力を失い、システムの信頼性を低下させる可能性がある。更に、構成部品間の
光学的接続が損傷する可能性又は不注意により切断される可能性がある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　一態様において、システムが提供される。システムは、光ファイバ電流センサと、光フ
ァイバ電流センサに光学的に結合されて、光ファイバ電流センサから偏光を受信し、偏光
から電気信号を生成し、電気信号の直流（ＤＣ）成分を分離するように構成された、光フ
ァイバ電流変換器とを含む。システムは、光ファイバ電流変換器と通信可能に結合され、
光ファイバ電流変換器からＤＣ成分を受信して、ＤＣ成分に基づいて出力信号を生成する
ように構成された、監視回路を更に含み、出力信号は、光ファイバ電流センサ及び光ファ
イバ電流変換器の動作状態を表す。
【０００７】
　別の態様において、光ファイバ電流変換器に通信可能に結合された監視回路が提供され
る。監視回路は、光ファイバ電流センサから受信した偏光に基づいて生成された電気信号
のＤＣ成分であるＤＣ信号を光ファイバ電流変換器から受信し、ＤＣ信号に基づいて、光
ファイバ電流センサ及び光ファイバ電流変換器の動作状態を表す出力信号を生成するよう
に構成されている。
【０００８】
　更に別の態様において、光ファイバ電流変換器及び光ファイバ電流センサの動作を監視
する方法が提供される。方法は、光ファイバ電流変換器において、光ファイバ電流センサ
からの偏光を受信するステップと、フォトダイオードを用いて偏光から電気信号を生成す
るステップと、電気信号の直流（ＤＣ）成分を分離するステップと、監視回路においてＤ
Ｃ成分を受信するステップと、監視回路を用いてＤＣ成分に基づいて出力信号を生成する
ステップと、を含み、出力信号は光ファイバ電流センサ及び光ファイバ電流変換器の動作
状態を表す。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】例示的な光ファイバ電流検知システムの回路図である。
【図２】図１に示されるシステムとともに使用されてもよい、例示的な監視回路の回路図
である。
【図３】光ファイバ電流変換器及び光ファイバ電流センサの動作を監視する例示的な方法
のフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【実施例】
【００１０】
　光ファイバ電流検知システムの構成部品の動作を監視する例示的な方法が、本明細書に
記載される。監視回路は、光ファイバ電流変換器からＤＣ信号を受信する。ＤＣ信号は、
光ファイバ電流センサから受信した偏光から生成された電気信号のＤＣ成分である。ＤＣ
信号に基づいて、監視回路は、光ファイバ電流変換器及び光ファイバ電流センサの動作状
態を表す出力信号を生成する。
【００１１】
　図１は、導体１０２を流れる電流ｉを測定するための例示的な光ファイバ電流検知シス
テム１００の回路図である。システム１００は、光ファイバ１１０に沿って光サーキュレ
ータ１０８に光信号１０６を出力する光源１０４を有する、光ファイバ電流変換器（ＦＯ
ＣＴ）１０３を含む。例示的実施形態において、光信号１０６は、およそ１５５０ナノメ
ートルの波長を有する非偏光レーザ光である。或いは、光信号１０６は、本明細書に記載
されるようにシステム１００を機能させることが可能な、いずれの形態の光であってもよ
い。
【００１２】
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　光サーキュレータ１０８は、例示的実施形態において、光が１つのポートに入射して別
のポートから出射できるようにする、３ポートサーキュレータである。具体的には、光信
号１０６は第一ポート１１２から光サーキュレータ１０８に入射し、第二ポート１１４で
光サーキュレータ１０８を出射する。
【００１３】
　第二ポート１１４を出射した光は、双方向光ファイバ１２４を通じて光ファイバ電流セ
ンサ１２３の光学箱１２２に供給される。光は、光学箱１２２に入射し、フリントガラス
繊維１２６を透過され、反射面１２８（例えば、鏡）で反射され、フリントガラス繊維１
２６を通じて光学箱１２２に戻る。フリントガラス繊維１２６によって包囲されている導
体１０２を電流が流れると、光の偏光角は、導体１０２を通過する電流の大きさに比例す
る量だけ回転する（すなわち、ファラデー効果）。すると光学箱１２２は回転した光を、
ｘ偏光光１３０及びｙ偏光光１３２の２つの異なる偏光として出力する。ｙ偏光光１３２
の偏光は、ｘ偏光光１３０に対して９０°ずれている。導体１０２に電流が流れていなけ
れば、ｘ偏光光１３０の大きさはｙ偏光光の大きさに等しい。導体１０２に電流が流れて
いる場合には、偏光は等しくなくなる。
【００１４】
　ｘ偏光光１３０は、双方向光ファイバ１２４に沿って進んで第二ポート１１４で光サー
キュレータ１０８に入射する。ｘ偏光光１３０は、第三ポート１４０で光サーキュレータ
１０８から出射し、ｘ偏光処理回路１４４の第一フォトダイオード１４２に供給される。
ｙ偏光光１３２は、光ファイバ１５０を通じてｙ偏光処理回路１４８の第二フォトダイオ
ード１４６に供給される。第一及び第二フォトダイオード１４２及び１４６は、ｘ偏光光
１３０及びｙ偏光光１３２を、関連する第一及び第二電気信号１５２及び１５４に変換す
る。
【００１５】
　ｘ偏光処理回路１４４において、第一フォトダイオード１４２によって生成された第一
電気信号１５２は、分割されて第一ハイパスフィルタ１６２及び第一ローパスフィルタ１
６４を通過させられる。第一ハイパスフィルタ１６２は第一電気信号１５２の第一交流（
ＡＣ）成分１６６を分離し、第一ローパスフィルタ１６４は第一電気信号１５２の第一直
流（ＤＣ）成分１６８を分離する。第一除算回路１７０は、第一ＡＣ成分１６６を第一Ｄ
Ｃ成分１６８で除する。
【００１６】
　同様に、ｙ偏光処理回路１４８において、第二フォトダイオード１４６によって生成さ
れた第二電気信号１５４は、分割されて第二ハイパスフィルタ１７２及び第二ローパスフ
ィルタ１７４を通過させられる。第二ハイパスフィルタ１７２は第二電気信号１５４の第
二ＡＣ成分１７６を分離し、第二ローパスフィルタ１７４は第二電気信号１５４の第二Ｄ
Ｃ成分１７８を分離する。第二除算回路１８０は第二ＡＣ成分１７６を第二ＤＣ成分１７
８で除する。ｙ偏光光１３２はｘ偏光光１３０の相とは１８０°ずれているので、ｙ偏光
処理回路１４８は、第二除算回路１８０の出力の逆数を取る可逆回路を更に含む。第一Ｄ
Ｃ成分１６８及び第二ＤＣ成分１７８は、ワット単位で光源１０４の出力又は強度を表す
。例えば、システム１００の通常動作中、光源１０４の出力はおよそ１００マイクロワッ
トであってもよい。
【００１７】
　加算器回路１９０は、第一除算回路１７０及び可逆回路１８２からの出力を受信して加
算し、２分周回路１９２は加算器回路１９０の出力に１／２を乗じる。２分周回路１９２
によって出力された信号は、導体１０２を流れる電流を表し、回路遮断器等の保護システ
ム（図示せず）に提供されてもよい。
【００１８】
　監視回路２００は、本明細書に詳細に記載されるように、ＦＯＣＴ１０３及び光ファイ
バ電流センサ１２３の動作状態を監視する。例えば、時間が経つに連れて、光源１０４の
出力が減衰して、光信号１０６の信頼性を損なう可能性がある。更に、光ファイバ電流セ
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ンサ１２３が損傷して、導体１０２を流れる電流を検出する能力を損なう可能性がある。
【００１９】
　例示的実施形態において、監視回路２００は、ＦＯＣＴ受信器２０２内のＦＯＣＴ１０
３とともに含まれている。或いは、監視回路２００は、ＦＯＣＴ受信器２０２とは別にな
っていてもよい。監視回路２００は、第一ＤＣ成分１６８及び第二ＤＣ成分１７８のうち
の少なくとも１つを監視し、それに応えて出力信号２０４を生成する。
【００２０】
　第一ＤＣ成分１６８を監視することによって、光ファイバ電流センサ１２３及びＦＯＣ
Ｔ１０３がｘ偏光光１３０を生成するために適切に動作しているか否かを判断することが
できる。より具体的には、ｘ偏光光１３０がｘ偏光処理回路１４４に入射する場合、第一
ＤＣ成分１６８は所定の大きさを有することになる。例示的実施形態において、システム
１００が適切に動作しているとき、第一ＤＣ成分１６８は、およそ８０マイクロワットか
ら１５０マイクロワットの範囲の光源出力に対応する、およそ３．６ボルトから６．７５
ボルトの範囲の電圧を有してもよい。しかしながら、これらの値は単なる例示に過ぎない
。例えば、光源１０４の出力は、より良い分解能を提供するために増加してもよい。ｘ偏
光光１３０がｘ偏光処理回路１４４に入射するために、光源１０４は十分な光を放射する
ように電力供給され、光源１０４、光ファイバ１１０、光サーキュレータ１０８、双方向
光ファイバ１２４、及び光ファイバ電流センサ１２３は、互いに適切に光学的結合されて
いる。第一ＤＣ成分１６８が実質的にゼロである場合、これは光源１０４、光ファイバ１
１０、光サーキュレータ１０８、双方向光ファイバ１２４、又は光ファイバ電流センサ１
２３の機能不良及び／又は接続問題を表しているかも知れない。
【００２１】
　第二ＤＣ成分１７８を監視することによって、光ファイバ電流センサ１２３及びＦＯＣ
Ｔ１０３がｙ偏光光１３２を生成するために適切に動作しているか否かを判断することが
できる。より具体的には、ｙ偏光光１３２がｙ偏光処理回路１４８に入射する場合、第二
ＤＣ成分１７８は所定の大きさを有することになる。第一ＤＣ成分１６８と同様に、シス
テム１００が適切に動作しているとき、第二ＤＣ成分１７８はおよそ３．６ボルトから６
．７５ボルトの範囲の電圧を有してもよい。ｙ偏光光１３２がｙ偏光処理回路１４８に入
射するために、光源１０４は十分な光を放射するように電力供給され、光源１０４、光フ
ァイバ１１０、光サーキュレータ１０８、双方向光ファイバ１２４、光ファイバ電流セン
サ１２３、及び光ファイバ１５０は、互いに適切に光学的結合されている。第二ＤＣ成分
１７８が実質的にゼロである場合、これは光源１０４、光ファイバ１１０、光サーキュレ
ータ１０８、双方向光ファイバ１２４、光ファイバ電流センサ１２３、又は光ファイバ１
５０の機能不良及び／又は接続問題を表しているかも知れない。
【００２２】
　とりわけ、第一ＤＣ成分１６８を監視することによって、光ファイバ電流センサ１２３
及びＦＯＣＴ１０３がｙ偏光光１３２を生成するために適切に動作しているか否かを判断
することはできない。しかしながら、第二ＤＣ成分１７８を監視することにより、光ファ
イバ電流センサ１２３及びＦＯＣＴ１０３がｘ偏光光１３０及びｙ偏光光１３２の両方を
生成するために適切に動作しているか否かを判断することは可能である。従って、例示的
実施形態において、監視回路２００は第二ＤＣ成分１７８を監視する。しかしながらいく
つかの実施形態において、監視回路２００は付加的に又は代わりに、第一ＤＣ成分１６８
を監視する。
【００２３】
　明確さのため、システム１００の１つのチャネルのみが、図１に示される。例示的実施
形態において、システム１００は１０のチャネルを含み、各チャネルはＦＯＣＴ１０３、
光ファイバ電流センサ１２３、及び監視回路２００を含む。各チャネルは自己の光源１０
４を含んでもよく、又はその代わりに単一光源１０４の出力が（例えば、光学スプリッタ
を用いて）分割されて、各チャネルのために個別の光信号１０６を生成してもよい。
【００２４】
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　図２は、システム１００とともに使用されてもよい、例示的な監視回路３００の回路図
である。監視回路は、第一ＤＣ成分１６８及び第二ＤＣ成分１７８のうちの１つを受信し
て、受信した入力を接地３０６に結合された可変ポテンショメータ３０４に供給する、入
力３０２を含む。
【００２５】
　監視回路３００は、固定電源電圧３１２を受信する第一抵抗器３１０を更に含む。第一
抵抗器３１０は、第二抵抗器３１４、及び接地３０６に電気的に結合されたツェナーダイ
オード３１６に、電気的に結合されている。例示的実施形態において、固定電源電圧３１
２は±５ボルトであり、第一抵抗器３１０は１キロオーム（ｋΩ）の抵抗を有し、第二抵
抗器３１４は１０ｋΩの抵抗を有し、ツェナーダイオード３１６は３ボルトの降伏電圧を
有する。或いは、固定電源電圧３１２、第一抵抗器３１０、第二抵抗器３１４、及びツェ
ナーダイオード３１６は、本明細書に記載されるように監視回路３００を機能させること
が可能な、いずれのパラメータを有してもよい。
【００２６】
　比較器３２０は、基準電圧を受信するために第二抵抗器３１４に電気的に結合された負
入力３２２と、可変ポテンショメータ３０４に電気的に結合された正入力３２４と、を含
む。比較器３２０の出力３２６は、第三抵抗器３３０及びトランジスタ３３４のベース３
３２に電気的に結合されている。トランジスタ３３４のエミッタ３３６は、第四抵抗器３
４０を通じて接地３０６に結合されている。第三抵抗器３３０は、第五抵抗器３５０、リ
レー３５２、及びリレー３５２と並列に接続された保護ダイオード３５４に、電気的に結
合されている。第三抵抗器３３０、第五抵抗器３５０、リレー３５２、及び保護ダイオー
ド３５４は、全て固定電源電圧３１２に関係している。例示的実施形態において、第三抵
抗器３３０は１．８ｋΩの抵抗を有し、第四抵抗器３４０は６．８Ωの抵抗を有し、第五
抵抗器３５０は４７０Ωの抵抗を有する。或いは、第三抵抗器３３０、第四抵抗器３４０
、及び第五抵抗器３５０は、本明細書に記載されるように監視回路３００を機能させるこ
とが可能な、いずれかのパラメータを有する。
【００２７】
　リレー３５２及び保護ダイオード３５４は、トランジスタ３３４のコレクタ３５８に電
気的に結合されている。更に、発光ダイオード（ＬＥＤ）３６０は、第五抵抗器３５０と
コレクタ３５８との間に電気的に結合されている。例示的実施形態において、ＬＥＤ３６
０は、起動すること（すなわち、照射すること）又は起動しないことによって、出力信号
２０４（図１に示される）を提供する。具体的には、第一ＤＣ成分１６８又は第二ＤＣ成
分１７８が非ゼロである（すなわち、光ファイバ電流センサ１２３及びＦＯＣＴ１０３の
適切な動作を示す）とき、ＬＥＤ３６０が照射される。第一ＤＣ成分１６８又は第二ＤＣ
成分１７８が実質的にゼロである（すなわち、光ファイバ電流センサ１２３及び／又はＦ
ＯＣＴ１０３の故障及び／又は機能不良を示す）とき、ＬＥＤ３６０は照射されない。従
って、ＬＥＤ３６０を観察することにより、ユーザは光ファイバ電流センサ１２３及びＦ
ＯＣＴ１０３が適切に動作しているか否かを迅速に判断することができる。出力信号２０
４は例示的実施形態においてＬＥＤ３６０の状態であるものの、代わりに出力信号２０４
は、光ファイバ電流センサ１２３及びＦＯＣＴ１０３が適切に動作しているか否かをユー
ザが判断できるようにする、いずれかの警告及び／又は通知であってもよい。
【００２８】
　とりわけ、監視回路３００は監視回路２００（図１に示す）の例示的な実施である。従
って、監視回路２００は監視回路３００の構成に限定されるものではなく、本明細書に記
載されるように光ファイバ電流センサ１２３及びＦＯＣＴ１０３の動作を監視できるよう
にする、いずれの構成部品及び／又は設計を含んでもよい。例えば、いくつかの実施形態
において、監視回路２００はヒステリシス回路を含んでもよい。監視されたＤＣ成分が所
定の大きさからほんのわずかに又はわずかな瞬間しか変動しない場合には、ヒステリシス
回路がなければ、出力信号２０４はほんの一瞬だけ変化するかも知れず、これによりユー
ザは変化を観察することが困難になるだろう。しかしながら、ヒステリシス回路が含まれ
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ていれば、出力信号２０４はより長い時間にわたって変化することになり、光ファイバ電
流センサ１２３及びＦＯＣＴ１０３が適切に動作しているか否かをユーザが判断しやすく
する。
【００２９】
　図３は、ＦＯＣＴ１０３及び光ファイバ電流センサ１２３（いずれも図１に示される）
等の光ファイバ電流変換器及び光ファイバ電流センサの動作を監視する例示的な方法４０
０のフローチャートである。光ファイバ電流変換器は、光ファイバ電流センサからの偏光
を受信する（４０２）。第一フォトダイオード１４２又は第二フォトダイオード１４６（
いずれも図１に示される）等のフォトダイオードは、偏光に基づいて電気信号を生成する
（４０４）。第一ＤＣ成分１６８又は第二ＤＣ成分１７８（いずれも図１に示される）等
の電気信号の直流（ＤＣ）成分は、例えばローパスフィルタを用いて分離される（４０６
）。
【００３０】
　監視回路２００（図１に示される）等の監視回路は、ＤＣ成分を受信する（４０８）。
監視回路は、ＤＣ成分に基づいて、出力信号２０４（図１に示される）等の出力信号を生
成する（４１０）。出力信号は、光ファイバ電流変換器及び光ファイバ電流センサの動作
状態を表す。つまり、出力信号は、光源が電力供給されているか、並びに光ファイバ電流
変換器及び光ファイバ電流センサが互いに適切に光学的結合されているかを示す。
【００３１】
　光ファイバ電流検知システムを監視するシステム及び方法の例示的実施形態は、上記で
詳細に記載された。システム及び方法は、本明細書に記載される具体的な実施形態に限定
されるものではなく、むしろシステムの構成部品及び／又は方法の動作は、本明細書に記
載される別の構成部品及び／又は動作から独立して及び個別に利用されてもよい。更に、
記載された構成部品及び／又は動作は又、その他のシステム、方法、及び／又は装置にお
いて定義され、或いはこれらと組み合わせて使用されてもよく本明細書に記載されるシス
テムのみを用いる実施に限定されるものではない。
【００３２】
　本明細書に図解及び記載される本発明の実施形態における動作の実行及び実施の順番は
、別途指定されない限り必須ではない。つまり、動作は別途指定されない限りいずれの順
番で行われてもよく、本発明の実施形態は、本明細書に開示されるよりも多いか又は少な
い動作を含んでもよい。例えば、別の動作の前に、同時に、又は後に特定の動作を実行又
は実施することは、本発明の態様の範囲に含まれると考えられる。
【００３３】
　本発明の様々な実施形態の具体的特徴は、いくつかの図面には示されるものの他の図面
には示されないが、これは便宜のためのみである。本発明の原理によれば、図面のいずれ
の特徴も、その他いずれの図面のいずれの特徴と組み合わせて参照及び／又は請求されて
もよい。
【００３４】
　本明細書は、最良の形態を含む本発明を開示するため、並びにいずれの装置又はシステ
ムの作成及び使用並びにいずれの組み込まれた方法の実施も含む、本発明をいずれの当業
者も実践できるようにするために、例を使用する。本発明の特許範囲は請求項によって定
義されており、当業者によって想起されるその他の例を含んでもよい。このようなその他
の例は、請求項の文言と相違のない構造的要素を有する場合、又は請求項の文言とのわず
かな相違しかない同等の構造的要素を含む場合に、請求項の範囲に含まれると見なされる
。
【符号の説明】
【００３５】
１００　光ファイバ電流検知システム
１０２　導体
１０３　ＦＯＣＴ
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１０４　光源
１０６　光信号
１０８　光サーキュレータ
１１０　光ファイバ
１１２　第一ポート
１１４　第二ポート
１２２　光学箱
１２３　光ファイバ電流センサ
１２４　双方向光ファイバ
１２６　フリントガラス繊維
１２８　反射面
１３０　Ｘ偏光光
１３２　Ｙ偏光光
１４０　第三ポート
１４２　第一フォトダイオード
１４４　Ｘ偏光処理回路
１４６　第二フォトダイオード
１４８　Ｙ偏光処理回路
１５０　光ファイバ
１５２　第一電気信号
１５４　第二電気信号
１６２　第一ハイパスフィルタ
１６４　第一ローパスフィルタ
１６６　第一ＡＣ成分
１６８　第一ＤＣ成分
１７０　第一除算回路
１７２　第二ハイパスフィルタ
１７４　第二ローパスフィルタ
１７６　第二ＡＣ成分
１７８　第二ＤＣ成分
１８０　第二除算回路
１８２　可逆回路
１９０　加算器回路
１９２　２分周回路
２００　監視回路
２０２　ＦＯＣＴ受信器
２０４　出力信号
３００　監視回路
３０２　入力
３０４　可変ポテンショメータ
３０６　接地
３１０　第一抵抗器
３１２　電源電圧
３１４　第二抵抗器
３１６　ツェナーダイオード
３２０　比較器
３２２　負入力
３２４　正入力
３２６　出力
３３０　第三抵抗器
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３３２　ベース
３３４　トランジスタ
３３６　エミッタ
３４０　第四抵抗器
３５０　第五抵抗器
３５２　リレー
３５４　保護ダイオード
３５８　コレクタ
３６０　ＬＥＤ
４００　方法
４０２　偏光を受信
４０４　電気信号を生成
４０６　ＤＣ成分を分離
４０８　ＤＣ成分を受信
４１０　出力信号を生成

【図１】
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